ボランティアに参加している学生の皆さんへ
　
　ボランティア活動をする際、被災地を目にし、被災した方々と接することで、支援する側にも傷つきやストレス反応が生じます。
　これは「二次受傷」「共感性疲労」と言われ、被災した方々と接したことで、被災者と同じ傷つきやストレス反応を生じるからです。
　反応としては、疲労感や身体の不調、不眠・眠りすぎる、食欲不振・過食、イライラする、落ち込む、被災地の光景が頭から離れない、無力感を感じる、等が含まれます。
· 災害後にみられるこころの病気（学生相談室）
　このような反応は決して特別なものではありません。程度の差はあるものの、ひどいショックを受けたとき誰にでも起こりうる正常な反応です。
　しかし、反応が辛すぎると感じるときには、一人で頑張りすぎず、「学生相談室」などの相談機関を利用してください。
　少しでもこのようなストレスを予防する、または長期化を防ぐために、ボランティアに参加するにあたり、注意することがあります！
· ボランティアに参加するにあたっての注意！
· 防災ボランティアの安全と健康管理
	　
　ボランティアとしての活動はあくまで自己責任で行うものであり、自分自身もストレスを負い、傷つくこともあることを自覚しておきましょう。また、自分の身の安全に留意して活動してください。
　くれぐれも軽い気持ちでボランティアに参加することのないよう、お願いします。



